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１０． 閉会宣言 16:15 16:20

優良表彰 15:45 15:55

８． 安全宣言 15:55 16:05

５．

９． 閉会の挨拶 16:05 16:15

７．

15:45

過去の事故事象の振返り、熱中症について 14:15 14:45

15:00～～　休憩　　～～

６．

14:45

講和・・・株式会社 京阪エンジニアリングサービス 15:00

鉄道工務部 軌道施設担当課長　川端 勝正　様

４． 協力業者紹介 14:00

式　次　第

１． 開会宣言 13:30 13:35

２． 開会の挨拶 13:35 13:45

新入社員紹介、挨拶 13:45 14:00３．
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西岡化建株式会社

株式会社聖組

新栄鉄筋工業

株式会社竹上建設

株式会社ちきりやガーデン

有限会社千萬工業

ソガ工業株式会社

株式会社タイセー

株式会社南工業

橋村ファスナー工業

光工業株式会社

株式会社マンケン

株式会社清水組

住美企画有限会社

シマ産商株式会社

佐野基工株式会社

株式会社サンワエンジニアリング

西賀工務店株式会社

株式会社イケモト

株式会社インテリアイトウ

株式会社輝コーポレーション
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過去の事故事象の振返り

まず始めに、みなさんにお聞きします。
これから映る作業状況写真で、どの様な事が起きたか考えてみて下さい。

駅改良の外構工事作業中です。
このあと・・・どの様な事が起きたでしょうか?

高速道路新設の為の電柱基礎（立坑掘削中）
このあと・・・どの様な事が起きたでしょうか?
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クレーン付きバックホウで路面覆工撤去作業中、
鋼材と作業員の足が挟まれ粉砕骨折

労働災害事象:

その他の要因で考えられる事は

・日々の作業に慣れが出てきた。
・鋼材を取り外すのに、バックホウで無理に
外力をかけた為。

・作業時間が限られていて、早くしなければ
という焦りがあった。

・当日行う作業が十分に理解出来ていなかった。

等々・・・

なぜ、このような事故が起きたのか??

人的要因が最大の原因である。
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今回の事象では、
『○○だから、大丈夫だろう。』や
『××しているけど、何も起きないだろう。』など、
『～だろう』という思いでの作業となり、その作業に対しての危険の予測が出来ていなかった。

細かい作業に対しては、作業員一人一人に委ねられている。

朝 礼 KY活動

日頃、朝礼（夜礼）後に行う作業班毎の危険予知活動では、、
作業の流れや、段取りと主要な作業となる事に対しての注意事項を確認するだけで、
細かな作業に対しての危険なポイントまでは確認していない。
（ひとつひとつ確認する事は現実的に無理である。）

□□したが、～～になるかもしれない。
△△していたけど、何か有るかもしれない。
といった形で、『～かもしれない』と考え、その作業に対しての危険予測をしていれば、
事故は防ぐ事が出来たはずです。

『～だろう』ではなく、『～かもしれない』へ

しかし、危険を予測するにも
経験年数・経験した職種等で、予測する事や予測出来る事が違いますので、
特に経験の浅い作業員の方には、周りの人が声掛け（教える）をする様にして下さい。
ビジュアル（写真等）で説明する事で、言葉で説明するより伝わり易いです。

『現地KY、一人KY』の実践 ＝『考動する』（考えて動く）
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ご清聴、ありがとうございました。

今後とも安全作業にご尽力
いただきますよう、お願い申し上げます。

御安全に‼
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・当社の安全衛生方針

『 安全を最優先した作業計画を立て、それを実践する 』

・2019年度全国安全週間　スローガン

『 新たな時代に PDCA　みんなで築こう　ゼロ災職場 』

本日も　無事故・無災害で

ご安全に！！



MEMO


